	記　載　例
	(様式3)

	教育研究業績一覧
令和　　　年　　月　　日
下記のとおり相違ありません。　　　　　　氏名　　　　自　　　署　　　　　　印

	著書、学術論文等の名称
	単著・共著の別
	発行または発表の年月日
	発行所、学会雑誌等
又は発表学会等名称
	概　要

	※以下13項目に分類して記載
〔著書〕〔訳書〕〔総説〕
〔原著〕〔テーシス〕
〔レター・速報〕〔症例報告〕
〔調査・統計・資料〕
〔技術紹介〕〔その他の論文〕
〔学会抄録〕〔学会発表〕
〔競争的研究費の獲得状況〕
（注）
○著書は、書名を記載してください。
○学術論文は、国際学術雑誌、学会機関紙、研究報告等に学術論文として発表した題名を記載してください。学位論文または学位論文の基盤論文については、論文名の下に（学位論文）または（基盤論文）と明記してください。
○その他、総説、学会抄録、依頼原稿等は当該記事のタイトルを、報告発表、座談会、討論等は当該テーマを記載してください。
○査読論文はタイトルの後に〔査読付〕と記載してください。
	共著の場合で筆頭著者の場合は eq \o\ac(○,共)と表記
	※西暦表記
※発行・発表の年月の古い順に記載
学会発表は発表年月日を記載
それ以外は発行年月を記載

	※名称、巻・号、掲載頁を明記
○○出版（pp.○○－△△）
○○学会年報（pp.○○－△△）
○○学会第△回大会（○○大学）
（注）
○著書については、発行所を記載してください。
○学術論文等については、発表雑誌等の名称、巻・号、　記載ページ等を明記してください。
○学術論文には、掲載誌のJournal Citation Reports（JCR）インパクトファクターを記載してください。

○学会発表等の場合には、学会大会名、開催地等を明記してください。
	※各内容を200～250字程度にまとめてください。
※当該著書等が共著の場合は、本人の担当部分の章、節、題名、掲載ページを記載するとともに、本人の氏名（下線を付すこと）を含め著作者全員の氏名（多数にわたる場合は主要な共著者の氏名）を当該著書等に記された順に記載してください。また、本人の担当部分の抽出が困難なときは、その理由を記してください。

	〔著書〕
１1. 医学領域における生化学実習指針　第5版

	共

	2018.4.

	広川書店（東京）
（最新版の出版年月を記載）

	早川正，名古屋太郎．
医療系学科の学生に生化学、医科学、臨床化学の実験から生化学の基本的知識を把握させるよう配慮した実習書である。



※　ページ番号を下に付記してください。ヘッダーは研究業績一覧の最初のみ記入し、以降のページに自署より上のヘッダーをつける必要はありません。
	(様式3)

	著書、学術論文等の名称
	単著・共著の別
	発行または発表の年月日
	発行所、学会雑誌等
又は発表学会等名称
	概　要

	2. 新しい口腔外科の臨床
3. 獣医学小辞典
〔訳書〕
1. Lazzari編：口腔領域の生化学

〔総説〕
1. 歯髄のコラーゲン

	分担・ eq \o\ac(○,共)
編集・ eq \o\ac(○,共)
共
単

	2019.7.
(分担題目)
2021.5.
2018.8.
印刷中

	医歯薬出版（東京）
原田華子，小泉一郎編．
口腔外科における抗生物質の応用
500－510
東海出版（東京）
名古屋太郎，小林誠編．

医歯薬出版（東京）200－210
歯科ジャーナル，特集歯髄の病態

	名古屋太郎，楠次郎，愛知花子．
概要を記載
（分担の場合は担当ページを記載）
著者を記載

概要を記載

愛知花子，名古屋太郎．
概要を記載
名古屋太郎．
概要を記載

	〔原著〕
1. Changes in prolyl 

hydroxylase activity during the・・・・・
　　（査読付）
　　（学位基盤論文）

2. 古代日本人の・・・・・
　　（査読付）
　　（学位論文）　
〔テーシス〕
　口腔の・・・・・・・・
〔レター・速報〕
　なし
〔症例報告〕

1. 顎下腺に発生したMucoepidermoid
tumorの1例（査読付）
〔調査・統計・資料〕

1. 大垣市民病院における過去５年間の顎骨骨折患者の統計（査読付）
〔技術紹介〕
　なし
	 eq \o\ac(○,共)

単
単
共
共（同）

	2018.10.
2020.6.
2021.5.
2022.6.
2020.12.
	
Arch Oral Biol, 94: 831－
833
（IF: 3.0）
愛院大歯誌, 60 (2): 123－135
令和3年度愛知学院大学大学院歯学研究科学位論文集
愛院大歯誌, 62 (2): 152－156
愛院大歯誌, 60 (4): 227－235

	Nagoya T, Aichi H, Owari A.
（著者を全員記載）

（概要を日本語で記載)
名古屋太郎．
概要を記載
名古屋太郎．
概要を記載
尾張明男，名古屋太郎．
概要を記載
愛知花子，名古屋太郎．
概要を記載



	(様式3)

	著書、学術論文等の名称
	単著・共著の別
	発行または発表の年月日
	発行所、学会雑誌等
又は発表学会等名称
	概　要

	
〔その他の論文〕
　なし

〔学会抄録〕
1. Dipeptidyl Peptidase Ⅳの蛍光活性測定法
2. ウシ歯牙発生に伴う歯髄中の・・・

〔学会発表〕
1. 熱傷肉芽および肥厚性瘢痕におけるコラーゲン分子・・・

〔その他の発表〕
　なし
〔競争的研究費の獲得状況〕
　研究課題名を記載
	共
共
共

	2018.12.
2022.12.


1998.2.18

2019年度〜2021年度
	生化学, 86 (4): 764
愛院大歯誌, 60 (4): 325

第3回熱傷研究会（名古屋）


	尾張明男，名古屋太郎．
概要を記載
尾張明男，名古屋太郎．
概要を記載
愛知花子，名古屋太郎．
概要を記載
科研費等の種類、交付決定金額を記載



下の記載例を参考にして、文書内で書式の統一を図ってください（赤文字の記載事項の説明に従って記載してください）。








〔著書〕〔原著〕などの各項目について、タイトルに通し番号を付けてください。


※各項目において、ない場合は項目ごとに“なし”と記載してください。








下記の省略形を使用


【単著】単 、【共著】共 、【共著（筆頭著者）】� eq \o\ac(○,共)�


【共著（責任著書）】共（責）※責任著者の場合はそのことを証明するページおよび論文題目を含むページのコピーを添付


【共著 (equally contributing)】� eq \o\ac(○,共)�（同）※筆頭著者と同等の貢献をしたこと(equally contributing)が証明される場合には、そのことを証明するページおよび論文題目を含むページのコピーを添付


【共著 (second author：若手研究者の研究に主導的に関与)】共（導）※大学院生の指導など若手研究者の研究に主導的に関与した場合には、そのことを証明する書類（様式は任意）を添付


【分担執筆の単著】分担・単 、【分担執筆の共著】分担・共


【編集（単独）】編集・単 、【編集（共同）】編集・共





２ページ目以降にもこの部分を記載してください。





（印刷中とは掲載決定後の論文を意味し、投稿中（受理されていない）の論文は本業績一覧には記載しない）





（欧文、和文いずれの場合も公認されている略称を用いる）





（学位論文については、その旨を明記）





（テーシスの基盤論文については、その旨を明記）





（通巻の始頁－終頁を記載）





（未発行の場合は（収録予定）と記載）





（掲載誌のJournal Citation Reports（JCR）インパクトファクターを記載）





（以上のいずれにも属さない学術論文）





（学会発表後、抄録が学会誌等に掲載されたもの）





（学会誌等に抄録がまだ掲載されていないもの、抄録が掲載されない学会、研究会などで発表したもの）





（開催期間ではなく、発表の年月日を記載）





（学会ではない場において発表したもの）





（研究代表者として獲得したもののみを記載）





（学会誌の巻・号とは別の別冊や特別号等に掲載されているものは〔学会発表〕に含める）





(開催都市名を記載)








2

